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概要
　本論では、一級建築士試験を視野に入れた構造力学の計算問題に関する教材開発、および授業での実践につ
いて論じる。受講生を対象に建築士資格に関するアンケート調査を実施し、受験に対する意識・認識等を分
析・考察する。さらに、開発した教材を用いて講義した後に再度アンケート調査を実施し、意識・認識等の変
化を分析・考察する。受講前アンケート調査の結果、回答者の90％は一級建築士の取得を目指しているが、回
答者の93％は現状の実力では合格点に達しないと認識していることが分かった。開発した教材を用いて講義
し、アンケート評価のフィードバックを行い、受講後アンケート調査を行ったところ、一級建築士から二級建
築士試験にキャリアプランを変更した者がいることが分かった。その一方で、現状の実力で解けそうな構造力
学の問題数は増えており、確実にボトムアップされたことが数値的に明らかになった。
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1 ．はじめに

　工学のキャリア教育において、学生の資格取得に向けた
取り組みは重要であり、資格取得は分かりやすい到達目標
である。資格は特定の業務における信用と優位性を示すも
のである。したがって、資格取得に向けた教育は、学生の
社会的・職業的自立に向けた能力を育むというキャリア教
育の思想と合致する。
　建築・建設関係の資格は、工学の他の専門分野と比べて
非常に多く、建築士・技術士・測量士・施工管理技士・宅
地建物取引士等の国家資格のほか、専攻建築士・建築積算
士・福祉住環境コーディネーター・インテリアプランナー
等の民間資格もある。その中でも一級建築士は、建築の業
務に携わる技術者にとって最高峰の資格のひとつである。

　大学教育では、卒業後に一級建築士試験あるいは二級建
築士試験の受験資格を取得できるカリキュラムが編成され
ており、多くの大学では一級建築士試験の受験資格の取得
を視野に入れたカリキュラム編成となっている。
　建築士試験は、一級・二級とも学科試験と製図試験の 2
段階試験になっており、学科と製図の両方の試験に合格し
た者に免許が交付される。建築士試験の実施元は合格者を
多く輩出している教育機関を毎年公開しており、本学もほぼ
毎年掲載されている。表 1 は令和 5 年度における一級建築
士試験の設計製図の試験合格者の主な属性を示しており、
本学は上位に位置していることが分かる。合格者を多く輩
出することは教育機関としてのブランド力に直結するため、
一級建築士の合格者数は、地方私立大学における建築系の
大学にとっての生命線と言っても過言ではない。他方、一
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級建築士試験における学科試験・製図試験の総合合格率は
10％前後であり、一級建築士資格は非常に狭き門である。
　筆者の私見では、資格試験には受験に特化した取り組み
が必要であり、純粋に学問に取り組む姿勢とは別の能力が
必要と考えられる。二級建築士の学科試験に関して言え
ば、大学で取り扱う範囲の授業内容を十分に理解し、アウ
トプットすることができれば、合格ライン以上の得点を期
待することができ、合格は不可能ではない。他方、一級建
築士の学科試験では、試験範囲が広範にわたり、中には大
学（学部）では取り扱っていない内容を含む場合もある。
新傾向の問題も多く、やはり、受験に特化した取り組みが
必要であると考えられる。さらに、試験対策の取り組み開
始時期、受験日に至るまでの間の学習時間も重要であり、
試験対策には、その量と質の両方が求められる。
　このように、建築士試験、とりわけ一級建築士試験に合
格するためには、試験に特化した学習法を身に付ける必要
になるが、大学教育は試験対策に主眼を置いている訳では
ないので、教育にかけることができる時間は限られてい
る。そのような中、建築工学科 4 年次の授業科目「建築
キャリアデザイン B」では、一級建築士試験の試験科目
（学科Ⅰ（計画）・学科Ⅱ（環境・設備）・学科Ⅲ（法規）・
学科Ⅳ（構造）・学科Ⅴ（施工））を取り扱った授業を行っ
ており、この科目は、大学 4 年間における専門教育の総合
化・アウトプットという意味でも意義のある授業科目であ

る。筆者は、全授業回の内、学科Ⅳ（構造）の授業を 4 回
分担当している。
　本論では、まず、一級建築士試験を視野に入れて開発し
た建築構造教材と、授業での実践について論じる。つぎ
に、受講生に対して行った建築士試験を主としたキャリア
形成に関するアンケート調査について論じ、受験に対する
意識・認識等を分析・考察する。さらに、分析結果に基づ
いて受験対策に必要なノウハウを受講生にフィードバッ
ク・講義した上で、再度実施したアンケート調査について
論じ、受講前後の意識・認識等の変化を分析・考察する。

2 ．教材の開発

2.1　講義ノート
　当該授業科目の実施方針は、一級建築士試験の過去問題
に触れてみることである。したがって、学科Ⅳ（構造）に
関しても、過去問題に取り組むという方針に従うこととし
た。その一方で、担当授業回数は14回のうち 4 回と限られ
ており、広範な受験範囲のすべて取り扱うことはできな
い。受講生の理解度も一定ではないため、授業では、

・必ず正答しておきたい問題
・�一見すると難しそう、あるいは選択科目のため受講・

修得していないものの、コツを覚えてしまえば正答に
辿り着き、得点アップする問題

に的を絞り、教材を開発した。本授業で取り扱う範囲は表
2 の通りである。同表に示す通り、問題内容に対応する授
業科目が選択科目になっている場合も多いが、本授業で
は、受講の有無・理解度に関わらず、一通りの解法テク
ニックを講義・演習することとする。
　過去問題には難易度があり、大略、A ランク：易しい
レベル、B ランク：普通レベル、C ランク：難しいレベル
の 3 つのレベルである。授業では、確実に正答したい A
ランクと標準的な B ランクに加え、一部には C ランクの
問題を取り扱う。

表 1　�令和 5 年一級建築士試験「設計製図の試験」
　　　合格者4,562人の主な属性1）

表 2　�一級建築士試験における構造力学関係問題の分類と
最近の出題数、本学における授業科目との対応
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（a）例題（左頁）とポイント解説（右頁）

（b）演習（左頁）と自宅学習（右頁）

図 1　単元の問題構成の一例
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　教材に関しては、受講者ひとりひとりが白紙の状態から
自身のノートを作り上げ、理解を深めていくことが望まし
い。その一方で、これは筆者の教育経験による私見である
が、理解度の低い受講生ほどノートが整理されておらず、
内容も支離滅裂である。配当年次は 4 年次であり、ノート
の作り込み方を今更教育する時期ではなく、授業時間も限
られている。そこで、一定レベルまで作り上げたテキスト
兼ノートを配布し、受講者自身が書き込んで完成させるよ
うにする。この教材には色は付けず、アンダーライン等も
極力控え、余白を多く設けることで、受講者自身が重要と
感じたところをマーキング、メモすることで、独自のノー
トに仕上がるようにする。
　ひとつの単元は、①例題、②演習、③自宅学習の 3 問に
より構成される。具体的にはつぎの通りである。
①例題：�A ランクの過去問題を、見開きの左側の頁に配

置する。問題を解くにあたり必要な知識・テク
ニック（ポイント解説）を右側の頁に配置し、過
去の授業内容の振り返りができるようにする。
習っていない場合でも、最低限の知識・テクニッ
クが身に付く内容とする。また、右側の頁の上方
には、例題の解法を順を追って示し、問題を解く
ための所作が身に付いてない受講生であっても手
が止まることがないようにするとともに、受験勉
強という観点から不合理な解き方をしている場合
の気づきと矯正のヒントを示す。

②演習：�A ランクのレベルで、例題と類似した過去問題
を受講者自身で解くためのものである。解法のヒ
ント等は示さず、受講者自身で考える。例題の類
似問題であるため、解けない場合には例題に戻っ
て学習し直せば、正答に辿り着くような問題であ
る。

③自宅学�習：B ないし C ランクのレベルで、より実践的
な内容の過去問題である。一級建築士試験に対し
て意識の高い受講生も満足する内容の問題であ
る。

　上記①～③については、図 1 に示すように、ある単元に
ついて、例題①、演習⑴、自宅学習［1］のような構成とする。
2.2　板書ノート
　前述のように、構造力学が苦手な受講生のノートは整理
されておらず、内容も支離滅裂である。支離滅裂と感じる
理由は、
・必要な公式等が書かれていない。
・計算に必要な力や応力度を書き込んでいない。
・�計算の順序に一貫性がない。例えば、力のモーメントで

あれば、（力）×（距離）と（距離）×（力）が混在する。
・�単位が書かれていない。あるいは単位を無視した計算を

している。
・�余白部分への書き込みのレイアウトに規則性がないた

め、検算できない。
・字が殴り書きであまりにも汚く、検算が困難である。

図 2　板書ノートの一例
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等である。前述したように、ノートの作り方を教育する時
間はないため、手本となる板書ノートを公開し、授業中は
板書することにエネルギーを注ぐのではなく、理解するこ
とにエネルギーを注ぐように誘導する。また、問題文・図
表は一級建築士試験の問題冊子に近いレイアウトとし、受
験会場で余白部分に計算過程を書き込むイメージのノート
構成とする。さらに、構造力学の計算問題の望ましい解答
時間は 1 問あたり 7 分以内と考えられるため、板書ノート
には無駄な情報は書き込まず、正答の辿り着くために必要
な最小限の内容のみに留める。このようなこと考慮し、手
書きの板書ノートを作成し、オンライン教材として公開す
る。図 2 は板書ノートの一例である。
　講義ノートは授業後当日の自宅学習において完成させる
ように指導し、理解の当日中の定着を図る。

3 ．授業での実践

　授業は、ひとつの単元について、
①ポイントを解説する（スライド）。
②例題を解いてみせる（板書）。
③時間を決めて演習問題を解かせる（巡回）。
④演習問題の解法の解説する（板書）。
の順で実施する。これを 1 回の授業時間内に 3 ～ 4 単元行
う。さらに、ノートの作り込みと自宅学習問題を事後学習
として課し、授業内容の当日理解を目指す。
　このような一連の流れを 3 ～ 4 単元繰り返すには、 1 コ
マ100分の授業時間はあまりにも短いため、授業の流れを
分単位で計画し、授業内の時間管理を徹底する。また、演
習問題を解く時間を 7 分間に統一し、タイマーで管理する
ことで、受験会場をイメージさせるようにする。他方、ポ
イント解説、例題の解説等には十分に時間を割き、受講生
の理解を担保する。
　解説・板書にあたっては、都度、公式の読み上げ・板書
を行い、解答するために必要な図を書くことで、正答に辿
り着くために必要な所作を身に付けさせる。

4 ．アンケート調査

4.1　受講前アンケート
　学科Ⅳ（構造）の講義開始前に、建築士試験に対する意
識・イメージ調査を行った。先入観を持って回答しないよ
う、受講生には設問に関連した情報は与えていない。
　設問内容と回答を表 3 に示す。なお、受講者数112人に
対して回答者数69人で、回答率62％である。以下に、調査
結果の概要を説明する。
【設問 1 】
　建築士試験の受験意思に関する質問である。回答者69人
のうち、48人（70%）は二級建築士を取得せず、一級建築

士のみ取得することを目指している。二級建築士を取得し
てから一級建築士の取得を目指す者14人を含めると、回答
者の90% は一級建築士の取得を目指している。
【設問 2 】
　一級建築士試験の受験時期に関する質問である。一級建
築士については、建築士法の改正により、指定科目の単位
を取得すれば、卒業後 1 年目に受験可能になっている中

表 3　受講前アンケート（受講者数112、回答者数69）
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で、最短の卒業後 1 年目に受験する者が25人（40%）であ
る一方、卒業後 3 年以内に受験する者は21人（33%）であ
り、受験に対する意欲が高い者と控えめな者がいることが
分かる。他方、受験時期を考えていない者は10人（16％）
存在する。
【設問 3 】
　二級建築士試験の受験時期に関する質問である。二級建
築士については、従前より、指定科目の単位を取得すれ
ば、学部卒業後 1 年目に受験可能である。卒業後 1 年目に
受験する者は12人（44%）で、設問 2 における同選択肢の
回答割合とほぼ同じであるが、卒業後 3 年以内に受験する
者は 5 人（19%）であり、設問 2 における同選択肢の回答
割合と比べて約 4 割低い。その一方で、受験時期を考えて
いない者は 9 人（33％）であり、設問 2 における同選択肢
の回答割合と比べて約 2 倍である。一級建築士を受験しよ
うと考えている者と、二級建築士を受験しようと考えてい
る者では、資格に対する意欲が異なる可能性がある。
【設問 4 】
　建築士試験の科目の中の難易度に対するイメージに関す
る質問である。学科Ⅲ（法規）と学科Ⅳ（構造）が拮抗す
ると予想されたが、学科Ⅲが20人（29％）、学科Ⅳが23人
（33％）で、 4 ポイントほど学科Ⅳの難易度が高いという
結果であった。学科Ⅴ（施工）については、学生には現場
経験がないため、なじみが薄いように思われるが、難しい
と感じている者はわずか 6 人（ 9 ％）に留まっている。
【設問 5 】
　一級建築士試験の学科Ⅳの計算問題の過去問題を解いた
ことがあるかについての質問である。16人（23％）は実際
に計算問題の過去問題を解いたことがあると回答した。他
方、問題を見たことはあるが解いたことはない者は42人
（61％）、問題を見たことがない者は11人（16％）である。
【設問 6 】
　一級建築士試験を合格するために必要な、学科Ⅳの計算
問題の正答率に関する質問である。学科Ⅳの問題数は30問
であり、一般に、そのうちの約 7 問が計算問題に割り当て
られている。合格者は 6 ～ 7 問、悪くても 5 問は正解する
ことが必要で、 5 問未満では合格の見込みは薄くなるとさ
れている。回答を見ると、 7 問中 7 問を正解する必要があ
ると考えている者は10人（15％）、 5 ～ 6 問を正解する必
要があると考えている者は43人（62％）であり、回答者の
半数以上は正しい認識を持っている。
【設問 7 】
　設問 6 に対応し、現状の実力で何問程度解けそうかとい
う質問である。 2 ～ 3 問解けそうと感じている者は25人
（36％）、3 ～ 4 問解けそうと感じている者は12人（17％）、
0 ～ 1 問解けそうと感じている者は 8 人（12％）、まったく

自信がないと回答した者は19人（28％）であり、回答者の
93％は現状では合格ラインにすら届かないことを認識して
いるようである。
【設問 8 】
　学科Ⅳの受験勉強の開始時期のイメージに関する質問で
ある。民間の建築士試験対策塾の開講時期は、概ね、受験
年の前年の11月頃であり、開講直後の早い段階に構造力学
の受験対策を済ませる傾向にある。回答者の多くは、それ
よりも早い 9 月以前（31人（45％））、あるいは、同時期の
10～12月（18人（26％））と回答しており、適切なイメー
ジを持っていると言える。
【設問 9 】
　一級建築士試験における構造力学の問題には、新傾向問
題が増えつつあるが、それでもなお、問題を解くベースと
なる知識は、大学の授業で取り扱うものである。構造力学
の基本中の基本となる『構造力学・構造力学演習』（ 1 年
次配当科目）に関する理解度を確認したところ、理解度 5
（よく理解できている）はわずか 3 人（ 4 ％）であり、理
解度 4 および 3 （まあまあ理解できている、および普通）
が合わせて59人（86％）である。残念な結果ではあるが、
控えめに回答している可能性もある。
【設問10】
　設問 9 に引き続き、『材料力学・材料力学演習』（ 1 年次
配当科目）に関する質問である。理解度 3 、 4 および 5 が
合わせて61人（88％）である。
【設問11】
　『構造解析法Ⅰ』（ 2 年次配当科目）に関する設問であ
る。当該科目は選択科目であるため、理解度 1 （まったく
理解できていない・受講していない）が27人（39％）と最
も多い。理解度 2 および 3 （ほとんど理解できていない、
および普通）が合わせて33人（48％）である。理解度 4 お
よび 5 は合わせて 9 人（13％）で、非常に少ない。
【設問12】
　設問11に引き続き、『構造解析法Ⅱ』（ 2 年次配当科目）
に関する設問である。理解度 1 （まったく理解できていな
い・受講していない）が28人（41％）、理解度 2 および 3
（ほとんど理解できていない、および普通）が合わせて28
人（41％）、理解度 4 および 5 が合わせて13人（19％）で
ある。
【設問13】
　『建築振動学』の理解度に関する質問である。理解度
3 、 4 および 5 を合わせると46人（67％）であり、理解度
1 および 2 の23人（33％）と比べると、ネガティブな回答
は少ない。
【設問14】
　『地盤工学』の理解度に関する質問である。理解度 3 、
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4 および 5 を合わせて50人（72％）、理解度 1 および 2 を
合わせて19人（28％）であり、回答の傾向が設問13のそれ
に類似している。
4.2　アンケート結果のフィードバック
　授業時間内に、アンケート結果のフィードバックを行っ
た。フィードバックの目的は、受講者に建築士試験の受験
勉強に関する正しい認識を持たせるためである。
　アンケートの設問 1 ～ 3 については、建築士試験の受験
者数・合格者数ともに若年齢化が進んでおり、直近の一級
建築士試験では、合格者の平均年齢が30歳を下回っている
ことから、早期の資格取得を企業・社会が要求しているこ
とを説明した。
　設問 4 ～ 8 については、構造力学を理解する時期が受験
対策の観点から最も重要であり、早期に理解しておかない
と、追い込みの期間では到底対応できないことを諭した。
また、構造力学の計算問題は、理解すれば必ず解けるの
で、視点を変えると計算問題は点取り問題であり、 7 問中
6 ～ 7 問は正解しなければならないことも説明した。
　これらのことを実現するために最も必要なものは、受験勉
強の時間確保であることを説明した。一級建築士試験の合
格者の一週あたりの勉強時間は25時間程度であり、毎日 3
時間以上勉強することが合格するための必要条件で、当然、
勉強時間中は勉強に集中しなければならないことを諭した。
さらに、勉強については量だけではなく質・効果も重要で、
個々の受講生の授業の質・効果を高めるためは、必ず予習
をしなければならず、理解を当日中に定着させるためには、
必ず授業当日中に復習しなければならないと説明した。
4.3　受講後アンケート
　学科Ⅳ（構造）の講義後に、建築士試験に対する意識・
イメージの変化を調査した。設問内容と回答を表 4 に、概
要を以下に説明する。なお、受講者数112人に対して回答
者数40人で、回答率36％である。
【設問 1 】
　一級建築士試験の受験に対する意識を確認する質問であ
る。回答者40人のうち32人（80％）は、受験することに対
してかなりあるいは少し前向きになったと回答しており、
講義での意識づけの効果があったと推察される。
【設問 2 】
　解答時に時間（ 1 問につき 7 分）を意識して解くことが
できたかを確認する質問である。38人（95％）は、解答時
間を意識するようになり、講義での意識づけの効果が高
かったと評価することができる。
【設問 3 】
　試験対策としての解答テクニックに対する意識を確認す
る質問である。37人（93％）は、解答テクニックを意識す
るようになり、講義での説明の効果があったと考えられる。

【設問 4 】
　一級建築士試験に合格するための学習時間（毎週25時
間、毎日 3 時間）を維持することができるかを確認する質
問である。27人（68％）は肯定的な回答である。
【設問 5 】
　予習の重要性を理解し、実践したか確認する質問であ
る。25人（63％）が予習を実践したと回答している。
【設問 6 】
　復習の重要性を理解し、実践したか確認する質問である。

表 4　受講後アンケート（受講者数112、回答者数40）
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28人（70％）が復習を実践したと回答しており、設問 5 と
合わせると、予習よりも復習の方が定着したと考えられる。
【設問 7 】
　建築士試験の受験意思を確認する質問である。22人
（55%）は二級建築士を取得せず一級建築士のみ取得する
と回答している。二級建築士を取得してから一級建築士の
取得を目指す者は10人（25％）である。
【設問 8 】
　一級建築士試験の受験時期を確認する質問である。卒業
後 1 年目に受験する者は14人（38%）である。卒業後 3 年
以内に受験する者もほぼ同数の11人（30％）である。回答
者の68％は 3 年以内には受験する意思がある。
【設問 9 】
　二級建築士試験の受験時期に関する意識の変化を確認す
る質問である。卒業後 1 年目に受験する者は11人（37%）、
卒業後 3 年以内に受験する者は 5 人（17％）に留まり、二
級建築士試験を卒業後 3 年以内に受験しようと考えている
者は54％しかいない。
【設問10】
　建築士試験の科目の中の難易度に対するイメージに関す
る意識の変化を確認する質問である。学科Ⅳを最も難しい
と回答した者は11人（28％）で 5 学科の中で多く、受講し
てもなお構造分野の難易度は高いと感じている者が多いこ
とを示している。
【設問11】
　現状の実力で何問程度解けそうか、そのイメージに関す

る質問である。まったく自信がない者は 3 人（ 8 ％）、 2 ～
3 問解けそうな者は 1 人（ 3 ％）、 2 ～ 3 問解けそうなもの
は11人（28％）、 3 ～ 4 問解けそうな者は14人（35％）、 5
～ 6 問解けそうな者は11人（28％）である。残念ながら、
全問解けそうと回答した者はいなかった。
【設問12】
　学科Ⅳの受験勉強の開始時期に関する意識の変化を確認
する質問である。受験前年の 9 月以前と回答した者は20人
（50％）、10～12月と回答した者は14人（35％）であり、
回答者の85％は受験前年から受験勉強を開始するとしてい
る。しかし、残りの15％は受験する年に入ってから受験勉
強を始めるとしている。
【設問13】
　学科Ⅳ（構造）の講義に対する満足度を確認する質問で
ある。かなり役にたったと回答した者が23人（58％）、少
し役に立ったと回答した者は14人（35％）であり、回答者
のほとんどが満足していると言える。
4.4　受講前後の意識変化
　受講前後のアンケートについて、同一の質問に対する回
答を比較し、受講生の意識変化を確認する。
　建築士試験の受験意思に関する意識変化を確認するため
に、受講前の設問 1 、受講後の設問 7 の回答の内訳を比較
したものを図 3 に示す。同図より、選択肢 1 の二級建築士
を取得せず一級建築士のみ取得すると回答した者は、受講
前70％であったのが受講後55％となり、15ポイント低下し
ている。受講によって、現状の実力ではストレート合格は
難しいと感じ、受験に対する意欲が低下したものと考えら
れる。他方、選択肢 2 の二級建築士を取得してから一級建
築士の取得を目指す者は、受講前20％であったのが受講後
25％となり、 5 ポイント上昇している。さらに、選択肢 3

図 3　受講前後の意識の変化⑴

図 4　受講前後の意識の変化⑵
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の機会があれば一級建築士を取得すると回答した者は、受
講前 3 ％であったのが受講後 8 ％となり、 5 ポイント上昇
している。したがって、一級建築士試験ではなく二級建築
士試験に主眼を置くキャリアプランに方針転換した者がい
ることが分かる。
　一級建築士試験の受験時期に関する意識変化を確認する
ために、受講前の設問 2 、受講後の設問 8 の回答の内訳を
比較したものを図 4 に示す。同図より、選択肢 1 の卒業後
1 年目に受験する者は受講前40％であったのが受講後38％
になり、わずか 2 ポイントであるが低下した。さらに、選
択肢 2 の卒業後 3 年以内に受験する者は受講前33％であっ
たのが受講後30％になり、こちらもわずか 3 ポイントであ
るが低下した。他方、選択肢 3 の卒業後 3 年以内に受験す
る者は受講前11％であったのが受講後14％になり、こちら

はわずか 3 ポイントであるが増大した。受講して、早期受
験に対するハードルが上がったと感じている可能性がある。
　二級建築士試験の受験時期に関する意識変化を確認する
ために、受講前の設問 3 、受講後の設問 9 の回答の内訳を
比較したものを図 5 に示す。同図より、選択肢 1 の卒業後
1 年目に受験する者は受講前44％であったのが受講後37％
になり、 7 ポイント低下した。選択肢 2 の卒業後 3 年以内
に受験する者も受講前19％であったのが受講後17％にな
り、 2 ポイント低下した。選択肢 3 の卒業後 3 年以内に受
験する者は受講前 0 ％であったのが受講後 3 ％になり、 3
ポイント増大した。一級建築士の受験時期の意識変化と連
動して、二級建築士の受験時期も変化したと考えられる。
　建築士試験の科目の中の難易度に対するイメージ変化を
確認するために、受講前の設問 4 、受講後の設問10の回答

図 5　受講前後の意識の変化⑶

図 6　受講前後の意識の変化⑷

図 7　受講前後の意識の変化⑸

図 8　受講前後の意識の変化⑹
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の内訳を比較したものを図 6 に示す。同図より、選択肢 4
の学科Ⅳを最も難しいと感じていた者は、受講前33％で
あったのが受講後28％になり、受講によって 5 ポイントの
ポジティブな意識変化が確認された。受講によって、苦手
意識が多少は克服されたと考えられる。
　学科Ⅳの構造力学の計算問題を、現状の実力で何問程度
解けそうか、そのイメージ変化を確認するために、受講前
の設問 7 、受講後の設問11の質問の回答の内訳を比較した
ものを図 7 に示す。同図より、選択肢 6 のまったく自信が
ないと回答した者は受講前28％から受講後 8 ％に、選択肢
5 の 0 ～ 1 問解けそうと回答した者も受講前12％から受講
後 3 ％にそれぞれ激減し、選択肢 4 の 2 ～ 3 問解けそうと
回答した者は36％から28％に低下していることが分かる。
他方、選択肢 3 の 3 ～ 4 問解けそうと回答した者は17％か
ら35％に上昇、選択肢 2 の 5 ～ 6 問解けそうと回答した者
は 7 ％から28％に激増した。一級建築士試験の合格を目指
すのであれば、選択肢 1 の全問解けそうと答えて欲しいと
ころであり、受講後であっても、この状態では全員合格を
目指すには程遠いが、本講義によって確実にボトムアップ
されたことが数値的に確認することができる。
　学科Ⅳの受験勉強の開始時期に関する意識変化を確認す
るために、受講前の設問 8 、受講後の設問12の質問の回答
の内訳を比較したものを図 8 に示す。同図より、選択肢 1
の 9 月以前と回答した者は45％から50％に 5 ポイント上
昇、選択肢 2 の10～12月と回答した者は26％から35％に上
昇した。構造力学の受験勉強の開始時期は受験前年の10月
から遅くとも12月であることから、回答者の85％には適切
な受験対策勉強の開始時期が理解されたと評価できる。

5 ．おわりに

　本論では、一級建築士試験を視野に入れた構造力学の計
算問題に関する教材を開発し、授業で実践した。受講生を
対象として、受講前後に、建築士試験に関するアンケート
調査を実施した。得られた結果を分析し、受講前後の建築
士資格に対する意識の変化を考察した。アンケート調査で
は、受験対策に必要なノウハウを講義したことの効果につ
いても検証した。得られた成果を以下に示す。
⑴　教材開発について
　一定レベルまで作り上げたテキスト兼ノートの教材を開
発した。この教材は一級建築士試験の問題冊子に近い問題
文・図表のレイアウトで、受験会場で余白部分に解答過程
を記述する構成とし、受講者自身が書き込んで完成する
ノートとした。教材には色は付けず、アンダーライン等も
極力控え、余白を多く設けることで、受講者自身が重要と
感じたところをマーキング、メモすることで、独自のノー
トに仕上がるよう工夫した。

　授業時間中の理解にエネルギーを注がせるための板書
ノートを作成した。構造力学の計算問題の望ましい解答時
間は 1 問あたり 7 分以内であるため、板書ノートには無駄
な情報は書き込まず、正答へ辿り着くために必要な最小限
の内容のみに留めた。板書ノートはオンライン教材とした。
⑵　受講前アンケート調査について
　受講前アンケート調査の結果を分析したところ、回答者
の90％は一級建築士の取得を目指していることが明らかに
なった。受講生は、建築士試験の中で学科Ⅳ（構造）に最
も難易度が高いイメージを持っていることが確認された。
　学科Ⅳの計算問題の過去問題を解いたことがある者は、
回答者の23％に留まった。学科Ⅳの計算問題の出題数 7 問
のうち最低でも 5 ～ 6 問は解けなければならないという正
しい認識を持っている者は、回答者の半数以上であったの
に対し、93％の回答者は現状の実力でそれが達成できない
と認識している。
　学科Ⅳの受験勉強の開始時期について、適切な認識を
持っている者は、回答者の81％であった。一級建築士試験
における構造力学の試験範囲として重要な不静定力学を取
り扱う本学の授業科目について、回答者の約40％は、まっ
たく理解できていないあるいは受講していないことが明ら
かになった。
⑶　フィードバック・授業・受講後アンケートについて
　二級建築士を取得せず一級建築士のみ取得すると回答し
た者は、受講前70％であったのが受講後55％となった。現
状の実力ではストレート合格は難しいと感じ、受験に対す
る意欲が低下したものと考えられる。それに呼応して、二
級建築士試験に主眼を置くキャリアプランに方針転換した
者がいることが明らかになった。一級建築士試験の受験時
期についても、早期受験に対するハードルが上がったと感
じている可能性がある。
　その一方で、受講により、構造力学に対するポジティブ
な意識変化が確認された。現状の実力で解けそうな構造力
学の問題数も受講後には増えており、確実にボトムアップ
されたことが数値的に明らかになった。
　構造力学の受験勉強の開始時期は受験前年の10月から遅
くとも12月である中で、回答者の85％は適切な受験対策勉
強の開始時期を理解するようになった。

参考文献

1 ）�国土交通省住宅局：令和 5 年一級建築士試験「設計製
図の試験」の合格者を決定 ～3,401人の合格者、
33.2％の合格率～、国土交通省住宅局建築指導課報道
発表資料、2023.12.25

　　�https://www.mlit.go.jp/report/press/content/ 
001712992.pdf


